
号

外

一�
令

和

二

年

十

月
二
十
三
日

目

次

規

則

○
国
際
た
く
み
ア
カ
デ
ミ
ー
職
業
能
力
開
発
短
期
大
学
校
条
例
施
行
規

則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

(

労
働
雇
用
課)

一
ペ
ー
ジ

○
岐
阜
県
立
職
業
能
力
開
発
校
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規

則

(

同

)

四

規

則

国
際
た
く
み
ア
カ
デ
ミ
ー
職
業
能
力
開
発
短
期
大
学
校
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を

こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
二
年
十
月
二
十
三
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

岐
阜
県
規
則
第
九
十
九
号

国
際
た
く
み
ア
カ
デ
ミ
ー
職
業
能
力
開
発
短
期
大
学
校
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規

則

国
際
た
く
み
ア
カ
デ
ミ
ー
職
業
能
力
開
発
短
期
大
学
校
条
例
施
行
規
則(

平
成
十
五
年
岐
阜
県
規
則

第
百
三
十
一
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
中

｢

の
全
部
若
し
く
は
一
部
の
免
除
若
し
く
は
入
学
金
の
全
部｣

を

｢

若
し
く
は
入
学
金

(

以
下｢

授
業
料
等｣

と
い
う
。)

の
全
部
若
し
く
は
一
部｣

に
改
め
、｢

、
学
業
に
精
励
し
、
人
物

健
全
な
者
で｣

を
削
り
、
同
項
各
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

学
業
に
精
励
し
、
人
物
健
全
な
者
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の(

次
号
に
該
当
す
る

者(

免
除
額
算
定
基
準
額(

授
業
料
等
の
免
除
等
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
及
び
そ
の
生
計
を
維
持

す
る
者
の
地
方
税
法(

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号)

第
二
百
九
十
二
条
第
一
項
第
二

号
に
規
定
す
る
市
町
村
民
税
の
所
得
割
の
合
計
額(

知
事
が
別
に
定
め
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
知

事
が
別
に
定
め
る
額)

を
い
う
。
以
下
同
じ
。)

が
百
円
未
満
の
者
に
限
る
。)

を
除
く
。)

イ

生
活
保
護
法(

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号)

第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
被
保
護

者
と
同
一
の
世
帯
に
属
す
る
者

ロ

長
期
疾
病
、
生
業
の
不
振
又
は
失
業
の
た
め
、
そ
の
生
計
が
著
し
く
不
良
と
な
り
、
イ
の
被

保
護
者
に
準
ず
る
程
度
に
困
窮
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
者
と
同
一
の
世
帯
に
属
す
る
者

( ) 令和２年10月23日 岐 阜 県 公 報 号 外 �１

○

○

岐

阜

県

公

報

号

外

毎
週

(

火
曜
日

金
曜
日)

発
行

(

休
日
に
当
た
る

と
き
は
翌
日)

令
和
二
年
十
月
二
十
三
日



三

二
五
、
六
〇
〇
円
以
上
五
一
、
三
〇

〇
円
未
満

二

一
〇
〇
円
以
上
二
五
、
六
〇
〇
円
未

満
一

一
〇
〇
円
未
満

免

除

額

算

定

基

準

額

授
業
料
の
年
額
に
三
分

の
一
を
乗
じ
て
得
た
額

授
業
料
の
年
額
に
三
分

の
二
を
乗
じ
て
得
た
額

全
額 授

業

料

免

除

の

額

入
学
金
の
額
に
三
分
の

一
を
乗
じ
て
得
た
額

入
学
金
の
額
に
三
分
の

二
を
乗
じ
て
得
た
額

全
額 入

学

金

ハ

天
災
そ
の
他
不
慮
の
災
害
に
よ
り
住
家
又
は
事
業
用
資
産
に
著
し
い
損
害
を
受
け
、
学
費
の

支
弁
が
困
難
と
な
っ
た
者
と
同
一
の
世
帯
に
属
す
る
者

ニ

そ
の
他
知
事
が
特
に
免
除
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
た
者

二

大
学
等
に
お
け
る
修
学
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則(

令
和
元
年
文
部
科
学
省
令
第
六
号)

第
九
条
第
三
項
に
規
定
す
る
者
の
う
ち
、
特
に
優
れ
た
者
で
あ
っ
て
経
済
的
理
由
に
よ
り
極
め
て

修
学
に
困
難
が
あ
る
も
の(

前
号
に
該
当
す
る
者
を
除
く
。)

第
六
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

(

免
除
の
額
等)

第
六
条

前
条
第
一
号
に
該
当
す
る
者
に
対
す
る
授
業
料
等
の
免
除
の
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区

分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一

授
業
料

月
割
額
に
免
除
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
期
間
の
月
数
を
乗
じ
て
得
た
額

二

入
学
金

全
額

２

前
条
第
二
号
に
該
当
す
る
者
に
対
す
る
授
業
料
等
の
免
除
の
額
は
、
次
の
表
の
免
除
額
算
定
基
準

額
の
欄
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
同
表
の
免
除
の
額
の
欄
に
定
め
る
額(

当
該
額
に
百
円
未
満
の
端

数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
上
げ
た
額)

と
す
る
。

３

授
業
料
の
免
除
の
額
は
、
毎
年
度
、
前
期
及
び
後
期
の
二
期
に
区
分
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

第
八
条
第
一
項
中｢

授
業
料
の｣

を｢

授
業
料
等
の｣

に
、｢

授
業
料
免
除
申
請
書｣

を｢

授
業
料
・

入
学
金
免
除
申
請
書｣

に
改
め
、
同
項
第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

第
五
条
第
一
号
に
該
当
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
家
庭
状
況
書(

別
記
第
二
号
様
式)

第
八
条
第
一
項
第
二
号
中｢

第
五
条
第
一
号｣

を｢

第
五
条
第
一
号
イ｣

に
改
め
、
同
項
第
三
号
中

｢

第
五
条
第
二
号｣

を｢

第
五
条
第
一
号
ロ｣

に
改
め
、
同
項
第
四
号
中｢

第
五
条
第
三
号｣

を｢

第

五
条
第
一
号
ハ｣

に
改
め
、
同
項
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

五

第
五
条
第
二
号
に
該
当
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
申
請
者
及
び
そ
の
生
計
を
維
持
す
る
者
の
住

民
票
の
写
し
及
び
課
税
証
明
書

六

そ
の
他
知
事
が
必
要
と
認
め
る
書
類

第
八
条
第
二
項
を
削
り
、
同
条
第
三
項
中｢

授
業
料
又
は
入
学
金｣

を｢

授
業
料
等｣

に
、｢

別
記

第
四
号
様
式｣

を｢

別
記
第
三
号
様
式｣

に
、｢

第
一
項
各
号｣

を｢

前
項
各
号｣

に
改
め
、
同
項
を

同
条
第
二
項
と
し
、
同
条
第
四
項
中｢

前
三
項｣

を｢

前
二
項｣

に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、

同
条
第
五
項
中｢

か
ら
第
三
項
ま
で｣

を｢

又
は
第
二
項｣

に
、｢

授
業
料
又
は
入
学
金｣

を｢

授
業

料
等｣

に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
す
る
。

第
九
条
中｢

別
記
第
五
号
様
式｣

を｢

別
記
第
四
号
様
式｣

に
改
め
る
。

第
十
条
の
見
出
し
中｢

取
消
し｣

を｢

取
消
し
等｣

に
改
め
、
同
条
第
一
項
中｢

授
業
料
等
免
除
等

事
由
消
滅
届｣

を｢

授
業
料
免
除
等
事
由
消
滅
届｣

に
、｢

又
は
懲
戒
処
分
を
受
け
た｣

を｢

、
懲
戒

処
分
を
受
け
た
と
き
又
は
学
業
成
績
が
著
し
く
不
良
な
場
合(

第
五
条
第
二
号
に
該
当
す
る
者
に
限
る
。)

で
あ
っ
て
知
事
が
取
消
し
が
適
当
で
あ
る
と
認
め
た｣

に
改
め
、
同
条
第
三
項
中｢

授
業
料
又
は
入
学

金｣

を｢

授
業
料
等｣

に
、｢

さ
か
の
ぼ
っ
て｣

を｢

遡
っ
て｣

に
改
め
、
同
条
第
四
項
中｢

授
業
料

又
は
入
学
金｣

を｢

授
業
料
等｣

に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

５

知
事
は
、
第
五
条
第
二
号
に
該
当
す
る
者
で
あ
っ
て
学
業
成
績
が
不
振
で
あ
る
も
の
に
対
し
、
警

告
を
行
う
も
の
と
す
る
。

第
十
二
条
中｢

校
長｣

を｢

知
事｣

に
改
め
る
。

別
記
第
一
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

号 外 � 岐 阜 県 公 報 令和２年10月23日 ( )２
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三

二
五
、
六
〇
〇
円
以
上
五
一
、
三
〇

〇
円
未
満

二

一
〇
〇
円
以
上
二
五
、
六
〇
〇
円
未

満
一

一
〇
〇
円
未
満

免

除

額

算

定

基

準

額

授
業
料
の
年
額
に
三
分

の
一
を
乗
じ
て
得
た
額

授
業
料
の
年
額
に
三
分

の
二
を
乗
じ
て
得
た
額

全
額 授

業

料

免

除

の

額

入
校
金
の
額
に
三
分
の

一
を
乗
じ
て
得
た
額

入
校
金
の
額
に
三
分
の

二
を
乗
じ
て
得
た
額

全
額 入

校

金

別
記
第
三
号
様
式
を
削
る
。

別
記
第
四
号
様
式
中｢授

業
料
・
入
学
金

円
｣

を｢授
業
料

円

入
学
金

円
｣

に
、｢２

納
入
期
限
延
長
を
受
け
た
い
期
間

か
月
(
年

月
か
ら

年
月
ま
で
)｣

を

｢２
納
入
期
限
の
延
長
を
受
け
た
い
期
間

か
月
(
年
月
か
ら
年
月
ま
で
)｣

に
改
め
、
同
様
式
を
別
記
第
三
号
様
式
と
し
、

別
記
第
五
号
様
式
を
別
記
第
四
号
様
式
と
す
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の
国
際
た
く
み
ア
カ
デ
ミ
ー
職
業
能
力
開
発
短
期

大
学
校
条
例
施
行
規
則
の
規
定
は
、
令
和
二
年
度
分
の
授
業
料
及
び
入
学
金
か
ら
適
用
す
る
。

岐
阜
県
立
職
業
能
力
開
発
校
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
二
年
十
月
二
十
三
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

岐
阜
県
規
則
第
百
号

岐
阜
県
立
職
業
能
力
開
発
校
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

岐
阜
県
立
職
業
能
力
開
発
校
条
例
施
行
規
則(

平
成
二
十
三
年
岐
阜
県
規
則
第
四
十
一
号)

の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条(

見
出
し
を
含
む
。)

中｢

退
学｣

を｢

退
校｣

に
改
め
る
。

第
四
条
第
一
項
中｢

の
全
部
若
し
く
は
一
部
の
免
除
若
し
く
は
入
校
金
の
全
部｣

を｢

若
し
く
は
入

校
金(

以
下｢

授
業
料
等｣

と
い
う
。)

の
全
部
若
し
く
は
一
部｣

に
改
め
、｢

、
学
業
に
精
励
し
、

人
物
健
全
な
者
で｣

を
削
り
、
同
項
各
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

学
業
に
精
励
し
、
人
物
健
全
な
者
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の(

次
号
に
該
当
す
る

者(

免
除
額
算
定
基
準
額(

授
業
料
等
の
免
除
等
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
及
び
そ
の
生
計
を
維
持

す
る
者
の
地
方
税
法(

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号)

第
二
百
九
十
二
条
第
一
項
第
二

号
に
規
定
す
る
市
町
村
民
税
の
所
得
割
の
合
計
額(

知
事
が
別
に
定
め
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
知

事
が
別
に
定
め
る
額)

を
い
う
。
以
下
同
じ
。)

が
百
円
未
満
の
者
に
限
る
。)

を
除
く
。)

イ

生
活
保
護
法(

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号)

第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
被
保
護

者
と
同
一
の
世
帯
に
属
す
る
者

ロ

長
期
疾
病
、
生
業
の
不
振
又
は
失
業
の
た
め
、
そ
の
生
計
が
著
し
く
不
良
と
な
り
、
イ
の
被

保
護
者
に
準
ず
る
程
度
に
困
窮
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
者
と
同
一
の
世
帯
に
属
す
る
者

ハ

天
災
そ
の
他
不
慮
の
災
害
に
よ
り
住
家
又
は
事
業
用
資
産
に
著
し
い
損
害
を
受
け
、
学
費
の

支
弁
が
困
難
と
な
っ
た
者
と
同
一
の
世
帯
に
属
す
る
者

ニ

そ
の
他
知
事
が
特
に
免
除
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
た
者

二

大
学
等
に
お
け
る
修
学
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則(

令
和
元
年
文
部
科
学
省
令
第
六
号)

第
九
条
第
三
項
に
規
定
す
る
者
の
う
ち
、
特
に
優
れ
た
者
で
あ
っ
て
経
済
的
理
由
に
よ
り
極
め
て

修
学
に
困
難
が
あ
る
も
の(

前
号
に
該
当
す
る
者
を
除
く
。)

三

公
共
職
業
安
定
所
長
に
公
共
職
業
訓
練
の
受
講
の
指
示
を
受
け
て
入
校
す
る
者

第
四
条
第
二
項
中｢

定
め
る｣

を｢

掲
げ
る｣

に
改
め
る
。

第
五
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

(

免
除
の
額
等)

第
五
条

前
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
三
号
に
該
当
す
る
者
に
対
す
る
授
業
料
等
の
免
除
の
額
は
、
次

の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一

授
業
料

授
業
料
の
年
額
の
十
二
分
の
一
に
相
当
す
る
額(

以
下｢

月
割
額｣

と
い
う
。)

に

免
除
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
期
間
の
月
数
を
乗
じ
て
得
た
額

二

入
校
金

全
額

２

前
条
第
一
項
第
二
号
に
該
当
す
る
者
に
対
す
る
授
業
料
等
の
免
除
の
額
は
、
次
の
表
の
免
除
額
算

定
基
準
額
の
欄
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
同
表
の
免
除
の
額
の
欄
に
定
め
る
額(

当
該
額
に
百
円
未

満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
上
げ
た
額)

と
す
る
。

３

授
業
料
の
免
除
は
、
毎
年
度
、
前
期
及
び
後
期
の
二
期
に
区
分
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

第
七
条
第
一
項
中｢
授
業
料
の｣

を｢

授
業
料
等
の｣

に
、｢

授
業
料
免
除
申
請
書｣

を｢

授
業
料
・

号 外 � 岐 阜 県 公 報 令和２年10月23日 ( )４



入
校
金
免
除
申
請
書｣

に
改
め
、
同
項
第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

第
四
条
第
一
項
第
一
号
に
該
当
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
家
庭
状
況
書(

別
記
第
二
号
様
式)

第
七
条
第
一
項
第
二
号
中｢

第
四
条
第
一
項
第
一
号｣

を｢

第
四
条
第
一
項
第
一
号
イ｣

に
改
め
、

同
項
第
三
号
中｢
第
四
条
第
一
項
第
二
号｣

を｢

第
四
条
第
一
項
第
一
号
ロ｣

に
改
め
、
同
項
第
四
号

を
削
り
、
同
項
第
五
号
中｢

第
四
条
第
一
項
第
四
号｣

を｢

第
四
条
第
一
項
第
一
号
ハ｣

に
改
め
、
同

号
を
同
項
第
四
号
と
し
、
同
項
に
次
の
三
号
を
加
え
る
。

五

第
四
条
第
一
項
第
二
号
に
該
当
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
申
請
者
及
び
そ
の
生
計
を
維
持
す
る

者
の
住
民
票
の
写
し
及
び
課
税
証
明
書

六

第
四
条
第
一
項
第
三
号
に
該
当
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
公
共
職
業
安
定
所
長
の
発
行
す
る
職

業
訓
練
受
講
指
示
書
の
写
し

七

そ
の
他
知
事
が
必
要
と
認
め
る
書
類

第
七
条
第
二
項
を
削
り
、
同
条
第
三
項
中｢
授
業
料
又
は
入
校
金｣

を｢

授
業
料
等｣

に
、｢

別
記

第
四
号
様
式｣

を｢

別
記
第
三
号
様
式｣

に
、｢

第
一
項
各
号｣

を｢

前
項
各
号｣

に
改
め
、
同
項
を

同
条
第
二
項
と
し
、
同
条
第
四
項
中｢

前
三
項｣

を｢

前
二
項｣

に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、

同
条
第
五
項
中｢

か
ら
第
三
項
ま
で｣

を｢

又
は
第
二
項｣
に
、｢

授
業
料
又
は
入
校
金｣

を｢

授
業

料
等｣

に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
す
る
。

第
八
条
中｢

別
記
第
五
号
様
式｣

を｢

別
記
第
四
号
様
式｣

に
改
め
る
。

第
九
条
の
見
出
し
中｢

取
消
し｣

を｢

取
消
し
等｣

に
改
め
、
同
条
第
一
項
中｢

又
は
懲
戒
処
分
を

受
け
た｣

を｢

、
懲
戒
処
分
を
受
け
た
と
き
又
は
学
業
成
績
が
著
し
く
不
良
な
場
合(

第
四
条
第
一

項
第
二
号
に
該
当
す
る
者
に
限
る
。)

で
あ
っ
て
知
事
が
取
消
し
が
適
当
で
あ
る
と
認
め
た｣

に
改
め
、

同
条
第
三
項
及
び
第
四
項
中｢

授
業
料
又
は
入
校
金｣

を｢

授
業
料
等｣

に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項

を
加
え
る
。

５

知
事
は
、
第
四
条
第
一
項
第
二
号
に
該
当
す
る
者
で
あ
っ
て
学
業
成
績
が
不
振
で
あ
る
も
の
に
対

し
、
警
告
を
行
う
も
の
と
す
る
。

第
十
一
条
中｢

校
長
が｣

を｢

知
事
が
別
に｣

に
改
め
る
。

別
記
第
一
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

( ) 令和２年10月23日 岐 阜 県 公 報 号 外 �５
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別
記
第
三
号
様
式
を
削
る
。

別
記
第
四
号
様
式
中｢授

業
料
・
入
校
金

円
｣

を｢授
業
料

円

入
校
金

円
｣

に
、｢２

納
入
期
限
延
長
を
受
け
た
い
期
間

か
月
(
年

月
か
ら

年
月
ま
で
)｣

を

｢２
納
入
期
限
の
延
長
を
受
け
た
い
期
間

か
月
(
年
月
か
ら
年
月
ま
で
)｣

に
、｢記

載
は
｣

を｢記
載
を
｣

に
改
め
、
同

様
式
を
別
記
第
三
号
様
式
と
す
る
。

別
記
第
五
号
様
式
中｢記

載
は
｣

を｢記
載
を
｣

に
改
め
、
同
様
式
を
別
記
第
四
号
様
式
と
す
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の
岐
阜
県
立
職
業
能
力
開
発
校
条
例
施
行
規
則
の

規
定
は
、
令
和
二
年
度
分
の
授
業
料
及
び
入
校
金
か
ら
適
用
す
る
。

( ) 令和２年10月23日 岐 阜 県 公 報 号 外 �７
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